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１．研究目的

神西湖漁業協同組合および神戸川漁業協同組
合は平成２５年度にヤマトシジミ増殖を目的と
してヤマトシジミの天然採苗事業を実施したた
め、効果について検証した。

２．研究方法

（１）神西湖
採苗器は、シジミ袋（目合約８mm，大きさ

５５×３６cmのナイロン製の網袋）の中に付着基
質として同じシジミ袋３枚を切り開いて入れた
ものである。採苗器は、図１に示す７地点（水
深約１．５m）の表層に張ったロープに設置し
た。採苗器の数は合計３００個とした。採苗器は
平成２５年６月４日に設置し、平成２５年１０月
１日に取り上げた。各地点１個の採苗器の内
容物１００gを目合１mmのサランネットでふる
い、ヤマトシジミとコウロエンカワヒバリガイ
の個数を計数して採苗器１個あたりの数に引き
延ばした。また地点１で採苗されたヤマトシジ
ミについては殻長を計測した。

図１神西湖 採苗器設置地点

（２）神戸川
採苗器はタマネギ袋の中に付着基質としてシ

ジミ袋を入れたものを用いた。設置地点は図２

のとおりである。平成２４年は採苗器を橋の橋
脚に結びつけて設置し稚貝がほとんど採れな
かったため、平成２５年は地点 A，Cでは木の
棒（長さ約２m）、それ以外の地点では木製の
筏（約１×２m）を橋脚や護岸ブロックに係留
して採苗器を垂下した。採苗器数は合計７０個
で、設置は平成２５年６月７日、回収は１１月
２３日である。回収した採苗器の内容物は１mm
ふるいでふるって稚貝を計数した。
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図２神戸川 採苗器設置地点

３．研究結果

（１）神西湖
表１に採苗されたヤマトシジミの個数を示

す。採苗器１個あたりのヤマトシジミの採苗数
は平均で７４３個であった。図３に採苗されたヤ
マトシジミの殻長組成を示す。平均殻長は
５．０mmで殻長約３mmにモードが認められた。
採苗器には殻長２～７mmのコウロエンカワヒ
バリガイ稚貝も多数入っていた。
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（２）神戸川
地点 Aでは採苗施設が流失した。それ以外

の地点で各地点１個づつ採苗器を取り上げてヤ
マトシジミ稚貝数を計数したが、地点 Cで稚
貝が１個（殻長２．２mm）見られただけで、他
は全く稚貝が確認できなかった。また、全ての
採苗器を取り上げて稚貝を確認したが、稚貝数
は合計で５０個程度と極めて少なかった。

４．研究成果

調査で得られた結果は神西湖・神戸川の各漁
業協同組合と出雲市に提供された。

表１神西湖 天然採苗調査結果

地点
ヤマトシジミ コウロエンカワヒバリガイ

個体数 重量（g） 個体数 重量（g）

１．土手下 １，４５８ ９０．３ １０ ０．０

２．九景川 ６９６ １２．４ １８ ０．０

３．常楽寺川 ３５１ ６．５ ２６ ０．０

４．田ノ下 ６４１ １７．０ ３４９ １．９

５．三本松 １，４６６ ９１．２ ２１ ０．０

６．差海川川口 ５９０ １５．５ ２６６ ２．１

７．塩分調整堰上 ０ ０．０ ２ ０．０

全地点平均 ７４３ ３３．３ ９９ ０．６

図３神西湖で採苗されたヤマトシジミ稚貝の殻
長組成
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